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　６月２２日、和中央団地単身勤労者住宅４棟の住宅

供用部分を大輪興業株式会社（北竜町和）の厚意にて

ボランティア清掃していただきました。

　大輪興業にはかねてより住宅退去時の室内清掃など

を担っていただいており、普段は手が届かず汚れが貯

まっていた階段室の清掃等について相談したところ、

この度、ボランティア清掃をしていただけることとな

りました。高圧洗浄機で窓等に付いた汚れがきれいに

除去され、住人が快適に利用できるようになりました。

大輪興業（株）が公営住宅の

階段室をボランティア清掃

　６月２１日、金比羅公園において、指導林家の竹林

均さん、柴崎和男さんが、真竜小学校３年生児童を対

象に「さくらを育てる体験学習」を実施しました。

　この事業は空知の指導林家が子ども達に木や緑の

大切さを知ってもらうことを目的に実施されている

もので、当日は、竹林さん・柴崎さんの指導のもと、

児童らが公園の桜の果実を採取。水で洗いながら種

を取り出したのち、乾燥させてから公園内に播種し

ました。翌年には芽吹き、６年生時に卒業記念とし

て植樹する予定となっています。

真竜小学校 さくらを育てる体験学習

　６月２７日、ひまわりすいか生産組合から、永楽園、

やわら保育園、真竜小学校、北竜中学校にひまわりす

いかが寄贈されました。

　子ども達に地元の特産品を味わってもらいたいとの

思いから毎年実施されているもので、当日来校された、

渡邊俊成組合長からすいかを受け取った児童会役員が

代表してお礼が述べ、翌日の給食にて食べ頃に冷やさ

れたすいかが児童らに振る舞われました。

地元の味覚

ひまわりすいかを寄贈



3 令和４年８月号

　令和４年度 深川地区消防組合北竜消防演習が６月

２９日に役場駐車場にて開催されました。

　今年度は新型コロナウイルスの影響により、規模を

縮小しての開催となりましたが、日頃の訓練の成果を

遺憾なく発揮し、一糸乱れず整った規律訓練、迅速な

消防ポンプ操法、消防全車両が参加する迫力の模擬火

災訓練等が披露されました。

令和４年度深川地区

消防組合北竜消防演習

　６月２１・２２日の２日間、町民や町内事業所勤務

者など、約１１５名が参加し、ひまわりの里で草取り・

間引きのボランティア活動が実施されました。

　鍬を手に、手作業で一つひとつ丁寧に雑草が取り除

かれ、きれいに整えられたひまわり畑が、今夏も観光

客をお迎えします。

ひまわりの里で１１５名が

草取りボランティアに参加

　７月１１日、北育ち元気村花き生産組合の松本北竜

支部長が役場を訪れ、同組合北竜支部から町に生け花

が寄贈されました。

　“美しい花々で町民の気持ちを応援したい”、“花の

魅力をより多くの方々に知ってもらいたい”との思い

から毎年寄贈していただいているもので、ひまわりや

スターチスなど色鮮やかな花々が用いられた生け花が

役場正面ロビーに飾られました。

北育ち元気村花き生産組合

北竜支部から生け花の寄贈
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　現在小型家電については燃えないごみとして収集していますが、パソコンや携帯電話は北空知衛

生センターにおいては収集しておりません。

　ついては、本年度もパソコン・携帯電話を下記日程にて回収しますので、ぜひこの機会をご利用

ください。

　　回 収 日 ：令和４年８月２２日（月）～２６日（金）

　　回収時間 ： 午前９時～午後５時まで

　　回収場所 ： すこやかセンター

　　回収品目 ： ご家庭で利用のノートパソコン、デスクトップパソコン・モニター、携帯電話

　　　　　　　　※デスクトップパソコンのブラウン管ディスプレイは収集できません

　　　　　　　　※プリンター・キーボード・マウスは燃えないごみに出してください。

　　回収料金 ： 無料

　  お 願 い ： 個人情報流出防止のため、データを削除の上直接ご持参願います。

　　問い合わせ先 ： 役場住民課町民生活係　℡３４－２１１１

廃パソコンを回収します

●ひまわりすいか

　６月１０日、ＪＡきたそらち北竜支所 選果場に「ひ

まわりすいか」４３ケースが初出荷されました。

　渡邊俊成ひまわりすいか生産組合長からは「昨年

同様に積雪が多かったが、順調に雪融けが進み、定

植も予定通りに行えた。５月に入ってからは夜の気

温管理に苦労したが、経験や技術で糖度を高めるこ

とができ、良い出来に仕上げることができた」と初

出荷の喜びが語られました。今シーズンは１４，０

００ケースの出荷が予定されています。

●ひまわりメロン

　６月１７日、ＪＡきたそらち北竜支所 選果場に、

「ひまわりメロン」１０ケースが初出荷されました。

　北竜メロン生産組合（髙畑克洋組合長）の渡邊靖

範さんからは「定植後－１０度以下の気温が長く続き、

当初生育の遅れがあったが、そのあと５月の大型連

休にかけて、気温が上昇したことで生育の遅れを取

り戻せた。結果的にここ数年では一番の出来に仕上

がった」との自信の出来。今シーズンは１７，００

０ケースの出荷が予定されています。

ひまわりすいか初出荷 ひまわりメロン初出荷

ひまわりすいか・ひまわりメロンの出荷を開始
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今
回
の
研
修
で
は
、
様
々
な
仕
事
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
メ
ロ
ン
ハ

ウ
ス
の
バ
ン
ド
張
り
や
水
田
の
落
水
口

作
業
、
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
の
巻
き
取
り
作

業
や
水
稲
の
育
苗
管
理
な
ど
多
く
の
作

業
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
田
植
え
や

稲
刈
り
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
作
業

で
は
な
い
が
、
ど
れ
も
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
日
々
の
作
物

や
そ
の
周
辺
環
境
に
対
す
る
管
理
作
業

の
集
大
成
が
収
穫
と
な
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
と
感

じ
た
。
農
業
と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
な

管
理
作
業
を
お
こ
な
う
仕
事
だ
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
た
。

　

稲
の
管
理
で
は
、
毎
日
夕
方
に
苗
に

ビ
ニ
ー
ル
や
不
織
布
を
掛
け
る
作
業
が

主
体
だ
っ
た
。
機
械
化
が
進
ん
だ
稲
作

に
お
い
て
も
、
上
記
作
業
や
日
々
の
ハ
ウ

ス
の
開
閉
、
落
水
口
の
設
置
な
ど
は
人

力
で
行
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
稲
作
の

過
程
が
単
純
で
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

水
路
の
掃
除
や
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

空
気
抜
き
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
大
学
で
用
排
水
路
や
暗
渠
に
つ
い

て
学
習
し
た
が
、
操
作
す
る
の
は
初
め

て
で
楽
し
か
っ
た
。
美
葉
牛
地
区
は
地

形
が
山
が
ち
で
あ
り
、
水
田
一
枚
当
た

り
の
面
積
が
小
さ
い
。
ほ
の
か
の
よ
う

に
管
理
す
る
水
田
の
面
積
が
大
き
い
と

用
水
口
や
排
水
口
の
数
が
増
え
る
た

め
、
水
管
理
の
手
間
が
か
か
り
、
大
変

そ
う
だ
と
思
っ
た
。
代
か
き
に
向
け
て

雨
の
日
も
落
水
口
の
設
置
を
行
っ
て
い

る
皆
さ
ん
を
見
て
、
適
期
作
業
を
実
現

す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
と
思
っ
た
。

　

ほ
の
か
は
私
の
地
元
の
農
業
法
人
と

比
べ
る
と
か
な
り
規
模
が
大
き
く
、
そ
の

よ
う
な
大
人
数
で
日
々
の
農
作
業
を
行

っ
て
い
る
状
況
は
新
鮮
だ
っ
た
。
働
い

て
い
る
人
数
は
多
い
が
、
個
々
人
で
自

律
し
て
作
業
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
私

の
よ
う
に
外
部
か
ら
来
た
者
が
見
て
も
、

何
を
根
拠
と
し
て
ど
の
よ
う
に
作
業
が

進
ん
で
い
る
の
か
を
理
解
す
る
の
が
難

し
か
っ
た
。
あ
ら
か
じ
め
決
め
過
ぎ
な
い

こ
と
で
、
作
業
を
天
候
や
生
育
状
況
に

応
じ
て
臨
機
応
変
に
進
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
普
段
は
皆

さ
ん
が
散
ら
ば
っ
て
作
業
し
て
い
る
が
、

一
日
の
最
後
に
水
稲
苗
に
ビ
ニ
ー
ル
を

掛
け
る
際
に
は
、
全
員
が
集
ま
っ
て
作
業

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
作
業
負
荷
に

応
じ
て
割
り
当
て
人
数
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
、
大
規
模
な
法
人
で
農

業
を
行
う
こ
と
の
利
点
で
あ
る
と
思
う
。

そ
の
一
方
で
、
田
植
え
の
際
に
は
出
面

さ
ん
に
来
て
も
ら
う
と
い
う
話
も
伺
っ

た
。
大
規
模
化
し
て
も
、
移
植
や
収
穫
な

ど
の
最
繁
忙
期
の
人
員
を
完
全
に
賄
い

き
れ
な
い
の
が
、農
業
の
課
題
だ
と
思
う
。

　

雨
が
上
が
っ
て
晴
れ
た
途
端
に
皆
さ

ん
が
続
々
と
集
ま
っ
て
水
稲
苗
の
不
織

布
を
外
し
て
い
た
光
景
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
朝
６
時
か
ら
作
業
を

し
て
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
驚
い
た
。
雨

で
休
ん
で
い
て
も
日
が
差
し
た
ら
来
な

い
と
い
け
な
い
し
、
作
業
を
進
め
る
に

は
早
朝
か
ら
作
業
す
る
必
要
が
あ
り
、

仕
事
で
作
物
を
栽
培
す
る
に
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

負
担
が
あ
る
一
方
で
、
昼
休
み
の
時
間

は
約
２
時
間
あ
る
な
ど
、
作
業
効
率
を

下
げ
な
い
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
た
。

　

ほ
の
か
の
皆
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
な

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
短

期
間
な
が
ら
名
前
も
覚
え
て
い
た
だ
く

な
ど
、
歓
迎
し
て
い
た
だ
い
た
。
北
竜

町
役
場
の
櫻
庭
さ
ん
に
は
、
直
前
か
つ

短
期
の
研
修
の
お
願
い
を
快
く
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
の
温
泉
に
毎
日
入
り
、
朝

食
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
疲
れ
を
感

じ
ず
に
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

回
の
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

農
業
研
修
生
感
想
文

　
北
竜
町
で
は
短
期
で
の
農
業
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
北
海
道
大
学

の
学
生
２
人
が
４
月
30
日
か
ら
５
月
５
日
ま
で

の
６
日
間
、
農
事
組
合
法
人
ほ
の
か
で
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　
研
修
を
終
え
ら
れ
た
、
北
海
道
大
学
農
学
部

４
年
生
の
小
林
徹
平
さ
ん
か
ら
感
想
文
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小こ
ば
や
し林 

徹て
っ
ぺ
い平
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議会広報委員会Ｎｏ．３７４

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
６

月
21
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

４
月
５
日

■
調
査
事
項　

ひ
ま
わ
り
油
の
状

況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

６
月
９
日

■
調
査
事
項　

小
学
校
の
経
営
状

況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
北
竜
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

○
深
川
地
区
消
防
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

○
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
４
号)

に
つ
い
て

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

省
庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ

る
グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

○
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
図
る

新
た
な
国
の
予
算
確
保
と
国
民
へ

の
理
解
醸
成
を
図
る
意
見
書

委
員
会
報
告

承
認

原
案
可
決

意
見
書
提
出

報
告
済

追
加
議
案

　

６
月
21
日
に
開
会
さ
れ
た
第
２
回
定

例
会
で
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
４
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

小
松
議
員

ス
マ
ー
ト
農
業
の

　
　
　
推
進
に
つ
い
て

小
松
議
員

　

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
労

働
力
不
足
を
解
消
す
る
手
段
と
し

て
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
、
先
端
技

術
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト
農
業
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

近
隣
の
自
治
体
で
も
こ
れ
に
対

し
て
支
援
を
し
て
い
る
自
治
体
も
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あ
る
が
、
北
竜
町
も
減
少
す
る
農

業
者
で
既
存
の
農
地
を
守
っ
て
い

く
為
に
、
取
り
組
み
が
必
要
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
管
内
で
は
、

令
和
２
年
に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

研
究
会
、
令
和
３
年
に
空
知
総
合

振
興
局
で
空
知
ス
マ
ー
ト
農
業
推

進
室
が
設
置
さ
れ
た
。

　

町
内
で
も
法
人
や
若
手
経
営
主

を
中
心
に
自
動
操
舵
の
田
植
え
機

や
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ド
ロ
ー
ン
の
導

入
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
効
果
は
明

ら
か
で
あ
る
。だ
が
導
入
コ
ス
ト
、

圃
場
整
備
、
機
械
操
作
、
人
材
確

保
の
課
題
か
ら
町
内
で
は
一
部
の

方
の
導
入
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

「
み
ど
り
の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
の
実
現
に
は
、
人
手
を
か
け

ず
に
効
率
的
な
農
作
業
を
可
能
と

す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
実
装

が
欠
か
せ
な
い
。
国
の
補
助
事
業

に
お
い
て
も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
用

機
械
等
の
導
入
支
援
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
今
後
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
生
産
者
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
た

い
。

小
松
議
員

　

今
、
国
の
補
助
金
で
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
支
援
事
業
が
あ
る

が
、
要
件
が
厳
し
く
、
個
人
の
農

家
は
ほ
と
ん
ど
対
象
と
な
ら
な

い
。
担
い
手
の
育
成
策
と
し
て
も

い
ち
早
く
具
体
的
な
結
論
を
出
し

て
欲
し
い
。

佐
野
町
長

　

対
策
室
会
議
、
専
門
委
員
会
等

で
検
討
し
て
、
導
入
に
向
け
た
町

の
助
成
策
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
し
、
積
極
的
に
対
応
し
た
い
。

松
永
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
の
中
で
の

町
民
負
担
軽
減
に
つ
い
て

松
永
議
員

ひ
ま
わ
り
の
里

　
基
本
計
画
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
地
方
創
生

松
永
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
で
、

令
和
３
年
10
月
以
降
の
内
容
の
変

更
点
や
冬
期
間
の
運
営
に
つ
い
て

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
助
成
を

町
民
や
飲
食
店
組
合
等
に
対
し
て

実
施
し
て
き
た
。
今
後
の
助
成
施

伺
い
た
い
。
ま
た
、
新
た
な
展
望

台
の
基
本
設
計
の
進
展
状
況
に
つ

い
て
も
伺
い
た
い
。

策
と
し
て
、
町
内
全
世
帯
で
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
上
下
水
道
料
金
の

減
免
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
を
新
た
に
創
設
し
、
生
活

支
援
や
中
小
企
業
者
等
の
支
援
に

対
す
る
取
り
組
み
へ
の
助
成
が
拡

充
さ
れ
た
。
本
町
で
は
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
や
地
域
振
興
券
の
発

行
、
飲
食
店
や
商
工
業
者
・
農
業

者
支
援
等
を
実
施
し
て
き
た
。
上

下
水
道
料
の
減
免
や
福
祉
料
金
設

定
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、
公

平
性
と
平
等
性
、
町
内
消
費
促
進

の
観
点
か
ら
地
域
振
興
券
を
発
行

し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
為
今
回

も
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
町
民
１
人
１
万
円
分
の
地

域
振
興
券
発
行
事
業
を
行
う
事
と

し
た
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

松
永
議
員

　

地
域
振
興
券
等
の
発
券
作
業
や

経
費
と
比
較
し
て
上
下
水
道
料
金

減
免
の
方
が
単
純
な
作
業
で
済
み
、

各
家
庭
に
お
い
て
、
町
独
自
の
事

業
と
し
て
請
求
書
や
領
収
書
な
ど

の
書
類
と
し
て
残
り
、
そ
の
恩
恵

が
分
か
り
や
す
い
と
思
う
が
。

佐
野
町
長

　

今
回
は
あ
く
ま
で
も
急
激
な
燃

油
高
騰
と
物
価
高
に
よ
る
生
活
支

援
対
策
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
も
使
用
で
き
る
地
域
振
興

券
の
配
布
で
あ
り
、
併
せ
て
町
内

の
商
工
振
興
に
も
な
る
と
思
っ
て

い
る
。
ご
理
解
頂
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

展
望
台
基
本
設
計
に
つ
い
て

は
、当
初
計
画
を
継
承
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
設
計
委
託
期
間

が
令
和
４
年
３
月
31
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
延
長
し
た
。
積
雪
に
つ

い
て
は
構
造
上
問
題
な
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
ま
た
３
月
以
降
、

ひ
ま
わ
り
の
里
活
性
化
協
議
会
で

意
見
を
ま
と
め
、
答
申
書
が
提
出

さ
れ
た
。
展
望
台
入
場
料
を
徴
収

し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
め
た
年
間

の
維
持
費
を
賄
え
る
と
い
う
事
が

妥
当
と
い
う
見
解
か
ら
、
委
託
先

と
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

年
間
を
通
し
て
多
く
の
人
に
訪

れ
て
頂
く
為
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
実

質
的
な
検
討
を
深
め
、人
材
確
保
・

育
成
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

昨
今
の
急
激
な
物
資
の
高
騰
や

人
材
不
足
、
国
内
外
の
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
適
切
に
踏
ま
え
た
中

で
、
実
施
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判

断
し
進
め
る
。
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中
村
議
員

今
後
の
交
通
安
全
運
動

に
つ
い
て

中
村
議
員

　

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
が
継
続
し
、

５
，
５
０
０
日
を
目
標
と
し
て
い

た
が
、
目
前
に
し
て
死
亡
交
通
事

故
が
発
生
し
、
更
に
10
日
後
に
も

発
生
し
た
。

　

今
後
の
交
通
安
全
運
動
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
た

い
。　

佐
野
町
長

　

今
回
、
本
町
で
起
き
た
２
件
の

死
亡
交
通
事
故
は
、
そ
れ
ぞ
れ
状

況
は
異
な
る
も
の
の
同
じ
交
差
点

付
近
で
発
生
し
た
。

　

近
年
、
全
国
的
に
死
亡
交
通
事

故
が
減
少
し
て
い
る
が
、
高
齢
者

に
起
因
す
る
交
通
事
故
は
増
加
傾

向
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
高
齢

者
に
限
ら
ず
、
交
通
事
故
は
い
つ

自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る

か
わ
か
ら
な
い
。
悲
惨
な
交
通
事

故
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
交
通

安
全
運
動
に
努
め
た
い
。　
　
　

　
　
　
　

中
村
議
員

　

40
年
前
は
北
海
道
で
は
年
間
６

０
０
人
が
犠
牲
に
な
り
、
若
者
の

死
亡
事
故
を
減
ら
そ
う
と
運
動
し

て
い
た
が
、
近
年
で
は
高
齢
者
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
の
高
齢
者
の

免
許
返
納
の
送
迎
に
つ
い
て
は
、

Ｔ
Ｖ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　

北
竜
の
交
通
安
全
に
お
い
て
死

亡
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
日
数
も
伸
び

て
き
て
い
た
頃
、
そ
れ
を
大
き
く

取
り
上
げ
る
訳
で
は
な
く
、
粛
々

と
進
め
て
い
た
が
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

佐
野
町
長

　

近
隣
町
で
は
事
故
死
ゼ
ロ
を
大

き
な
看
板
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
が
、

そ
の
２
日
後
に
死
亡
事
故
が
発
生

し
た
。
記
録
は
途
切
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
町
民
が
犠
牲
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　

事
故
後
、
碧
水
十
字
街
、
役
場

前
、
和
十
字
街
に
建
設
業
協
会
の

役
員
が
立
ち
交
通
の
見
守
り
を
行

っ
た
。
日
頃
の
通
学
時
に
は
町
民

が
子
供
達
を
見
守
っ
て
い
る
。
碧

水
の
交
差
点
は
カ
ー
ブ
の
あ
る
十

字
路
で
危
険
だ
が
、
大
き
な
事
故

が
な
か
っ
た
。
注
意
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

中
村
議
員

　

誰
し
も
事
故
に
遭
い
た
く
な
い

し
起
こ
し
た
く
な
い
。
歩
行
者
は

信
号
だ
け
で
な
く
、
車
の
動
向
を

確
認
し
て
ほ
し
い
。
車
両
も
、
国

道
に
出
る
と
き
は
通
行
車
両
の
距

離
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
右
折

左
折
の
方
法
な
ど
、
基
本
を
再
確

認
し
て
ほ
し
い
。

　

交
通
安
全
の
日
の
集
会
の
内
容

は
、
40
数
年
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
ジ
ャ
ン
ボ
人
の
波

も
ジ
ャ
ン
ボ
で
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

今
一
度
、
交
通
安
全
標
語
を
意

識
付
け
す
る
取
り
組
み
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
町

民
が
考
え
た
交
通
安
全
運
動
を
公

募
す
る
等
。

佐
野
町
長

　

今
後
様
々
な
角
度
で
交
通
安
全

運
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
担

当
は
総
務
課
で
あ
る
が
内
部
検
討

を
進
め
、
子
供
た
ち
の
信
号
の
見

方
等
は
学
校
を
通
じ
て
指
導
し
て

ほ
し
い
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
人
の
波
は
、
私
が
担

当
の
時
に
始
め
た
。
当
時
は
１
０

０
０
人
近
く
集
ま
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。
交
通
安
全

標
語
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
村
議
員

　

交
通
安
全
協
会
の
会
長
も
新
し

く
な
っ
た
の
で
、
違
う
発
想
で
展

開
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

【
７
月
】

３
日
…
議
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

４
日
…「
組
合
設
立
50
周
年
記
念
」

第
74
回
北
空
知
連
合
消
防
演
習
及

び
懇
親
会

６
～
７
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
議
員
研
修
会
及
び
道
内
視
察

研
修

11
～
13
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員

会
道
外
政
務
調
査

14
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
研

修
会
、
雨
竜
町
議
会
と
の
交
流
会

19
日
…
北
竜
町
交
通
安
全
の
日
町

民
集
会

20
日
…
北
空
知
議
長
連
絡
協
議
会

Ｐ
Ｇ
大
会
及
び
研
修
会

21
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）、
団
体
長
会
議
・
懇
親
会

23
日
…
ひ
ま
わ
り
の
里
オ
ー
プ
ン
式

26
～
28
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
中
央
要
望

【
８
月
】

１
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

３
～
５
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
中
央
要
望

６
～
７
日
…
ひ
ま
わ
り
オ
イ
ル
サ

ミ
ッ
ト

８
日
…
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
会

19
日
…
戦
没
者
追
悼
式
、
北
竜
盆

踊
り
大
会

22
日
…
例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）

23
日
…
義
務
教
育
学
校
視
察
研
修

（
比
布
町
）

23
～
26
日
…
令
和
３
年
度
北
竜
町

各
会
計
決
算
審
査
（
監
査
委
員
）

24
～
26
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
行
政
視
察
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北
海
道
の
短
い
夏
が
来
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、

エ
ア
コ
ン
も
必
須
に
な
る
よ
う
な
夏

の
暑
さ
が
北
海
道
に
お
い
て
も
普
通

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
熱
中
症
等

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
下
さ
い
。

　

さ
て
、
来
年
度
予
算
に
関
し
て
、

議
会
も
空
知
全
体
で
の
陳
情
と
北
空

知
１
市
４
町
に
つ
い
て
も
同
様
の
活

動
を
行
い
ま
す
。
例
年
通
り
の
懸
案

事
項
（
懸
念
事
項
と
は
、
以
前
か
ら

問
題
に
な
っ
て
い
て
、
い
ま
だ
に
解

決
し
て
い
な
い
事
）
の
要
望
活
動
を

行
い
ま
す
が
、
今
年
は
「
水
田
の
活

用
に
つ
い
て
」
の
新
た
な
政
策
を
求

め
る
こ
と
、「
物
価
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
高
騰
対
策
」
を
求
め
る
こ
と

を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
事
、
北

海
道
が
行
う
事
、
町
が
行
う
事
、
を

明
確
に
し
て
私
た
ち
個
人
々
が
出
来

る
事
も
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　

（
佐
々
木 

康
宏
）

　

第
26
回
議
会
議
長
杯
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
は
７
月
３
日
に
開
催
さ

れ
、
41
名
（
男
性
28
名
、
女
性
13

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
絶
好
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和
で
あ
り
、
町

民
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
●
男
子
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

腰
越　

誠

　
●
女
子
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

川
島　

景
子

　
●
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

剛
嗣

第
26
回
議
会
議
長
杯

　　

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

産前産後期間の国民年金保険料が
免除となります！

■免除期間：

　

　

■対 象 者：産前産後免除期間に国民年金第１号被保険者の期間を有する方

　           ※出産日が平成３１年２月１日以降の方が対象になります。

■届出時期：出産予定日の６か月前から届出可能です。

■届出方法：年金手帳と印鑑（出産前に届出をする場合は母子手帳）をお持ちの上、

　　　　　　 役場住民課戸籍年金係に届出願います。

■届出先・問い合わせ先：役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間（以下「産前産後免除期間」といい

ます）の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産

日が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。

※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産をいいます（死産、流産、早産された方を含みます）。

忘れずに
手続きを
しましょう
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

８
月
16
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

※新型コロナウイルスの影響により、変更となる場合があります。

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー８８０２

ちびっこひろば
○日時　８月５日（金）10:00～11:30
　場所　子育て支援センター　　　　
　内容　七夕まつり・七夕製作

○日時　８月10日（水）10:00～11:30
　場所　観光センター裏トイレ前集合
　内容　お散歩「ひまわりの里」

○日時　８月25日（木）9:50～14:50
　場所　子育て支援センター集合
　内容　バス遠足「わくわくエッグ」 （旭川神居の杜）

ピカピカキッズ
○日時　８月19日(金）10:00～11:30
　場所　すこやかセンター
　内容　親子で「手作りおやつ」

（ ）対象：
１歳児～

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

8/7
（日）

深川市立病院
(担当医・深川内科クリニック   
 院長 山崎 充）

℡ 22-1101

Ｅデンタル
クリニック
℡ 0125-24-9469

8/11
（日）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

さいとう歯科
℡ 0125-77-2088

8/14
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

扇町歯科医院
℡ 0125-24-3300

8/21
（月）

深川市立病院
(担当医・たかはし内科
消化器内科 院長 高橋公平）

℡ 22-1101

きたじま歯科
クリニック
℡ 26-8881

8/28
（日）

深川市立病院
(担当医・町立沼田厚生
クリニック 院長 鳥本勝司）

℡ 22-1101

河村歯科
℡ 0125-74-6332

9/4
（日）

深川市立病院
(担当医・成田医院
 院長 成田昭彦）

℡ 22-1101

北竜町立歯科診療所
℡ 34-2656

休 日 当 番 医

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
８
・
９
月
の
無
料
送
迎
日
】

・
８
月
19
日
（
金
）

・
９
月
20
日
（
火
）

　

無
料
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
、

８
月
16
日（
火
）ま
で
に
役
場
総
務

課
庶
務
係
（
℡
３
４
・
２
１
１
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

雨
竜
町
な
ら
び
に
北
竜
町
実
施

の
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
（
雨
竜
町
で
実
施
さ
れ

る
法
律
相
談
に
お
い
て
も
、
北
竜

町
民
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
）。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

■
雨
竜
町

日
時　

８
月
19
日(

金)

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所

　

雨
竜
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付
　
雨
竜
町
役
場
総
務
課

℡
０
１
２
５
・
７
７
・
２
２
１
１

■
北
竜
町

日
時　

９
月
２
日(
金)

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所

　

北
竜
町
公
民
館
第
一
研
修
室

予
約
受
付　

北
竜
町
役
場
総
務
課

℡
３
４
・
２
１
１
１



11 令和４年８月号

令
和
４
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間　

試
験
日
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

試
験
期
日

　

８
月
21
日
（
日
）・
22
日
（
月
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

８
月
16
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

伊
藤
委
員
・
澤
田
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

瀨
戸
委
員

受
け
取
り
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
予
約
時
に
日
に
ち
と
時
間
を
指

定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

受
け
取
り
時
に
持
参
す
る
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保

険
証
な
ど
）

・
印
鑑
登
録
証（
印
鑑
証
明
の
場
合
）

手
数
料

　

・
住
民
票　
　

1
通
２
０
０
円

　

・
印
鑑
証
明　

1
通
３
０
０
円

　

受
け
取
り
時
に
お
支
払
い
下
さ

い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
申
請
・
受
け
取
り
は
、
本
人
及

び
同
一
世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民
票

は
予
約
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

・
印
鑑
証
明
書
の
予
約
の
際
は
、

登
録
番
号
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で

印
鑑
登
録
証
を
ご
用
意
の
う
え
、

お
か
け
く
だ
さ
い
。

・
予
約
し
た
日
に
受
け
取
り
が
な

い
場
合
は
、
取
り
下
げ
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

住
民
票
・
印
鑑
証
明
の

電
話
予
約
に
つ
い
て

　

平
日
に
役
場
に
来
ら
れ
な
い
場

合
、
住
民
票
と
印
鑑
証
明
に
限
り
、

電
話
で
予
約
の
う
え
土
日
・
祝
日

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
受
付
時
間　

役
場
開
庁
日
の

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

予
約
先　

住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　

℡
３
４
・
２
１
１
１

受
け
取
り
場
所　

役
場
日
直
室

（
役
場
北
側
の
職
員
玄
関
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
を
押
し
て
下
さ
い
）

８
月
31
日
は
個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納
期
限
で
す

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

納
税
通
知
書
は
第
１
期
分
と
第

２
期
分
を
合
わ
せ
て
８
月
８
日
に

発
送
さ
れ
ま
す
。

●
８
月(

第
１
期)

と
11
月(

第
２

期)

の
２
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

(

年
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は

８
月
に
全
額
納
め
ま
す)

●
年
の
中
途
で
事
業
を
辞
め
た
人

は
、
別
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に

納
め
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
や
む
を
得
ず
、
納
期
限
ま
で
に

一
括
納
付
が
困
難
な
と
き
（
申
請

に
よ
り
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
）

②
口
座
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と

き問
い
合
わ
せ
先

空
知
総
合
振
興
局
深
川
道
税
事
務
所

℡
２
３
・
３
５
７
８

　

土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・

営
業
譲
渡
な
ど
、
一
定
面
積
以
上

の
土
地
取
引
に
係
る
契
約
を
し
た

場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

※
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積

北
竜
町
の
場
合　

１
万
㎡
以
上

■
届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
等
）

■
届
出
期
限

契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
届

出
書
の
提
出
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

■
提
出
書
類　

各
３
部

・
土
地
売
買
等
届
出
書

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た

縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
図

・
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を

明
ら
か
に
し
た
５
千
分
の
１
以
上

の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た

図
面

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る

場
合
）

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
振
興
課
企
画
係

℡
３
４
・
２
１
１
１ 
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まちの動き
７月１日現在（前月比）

世帯数　７９８世帯(±０)
 人口 １, ７０３人(－２)
　男　　　８１２人(－２)
　女　　　８９１人(±０)

（外国人含）

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
使
用
す
る

家
電
製
品
の
廃
棄
に
つ
い
て

「
熱
中
症
」
に

　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う
　

■
家
庭
用
除
湿
機
、
冷
風
機
、
除

湿
機
能
付
き
空
気
清
浄
機
、
冷
水

機
、
製
氷
機
な
ど
の
製
品
は
、
冷

媒
に
フ
ロ
ン
類
が
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ン
類

は
オ
ゾ
ン
層
破
壊
効
果
や
強
力
な

温
室
効
果
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る

機
器
を
処
分
す
る
に
は
、
フ
ロ
ン

ガ
ス
回
収
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
ガ

ス
の
回
収
が
必
要
で
す
。

■
フ
ロ
ン
ガ
ス
使
用
有
無
の
見
分

け
方

　

機
器
に
貼
付
し
て
あ
る
銘
板

（
機
器
の
名
称
や
形
式
が
書
い
て

あ
る
シ
ー
ル
）
や
取
扱
説
明
書
の

機
器
仕
様
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

製
造
年
に
よ
っ
て
は
、
フ
ロ
ン
ガ

ス
が
使
用
さ
れ
て
い
て
も
記
載
が

無
い
機
器
も
あ
り
ま
す
。
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
製
品
情
報
を
検
索
す

る
か
、
直
接
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合

わ
せ
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
ロ
ン
ガ
ス
類
が
使
用
さ
れ
て

い
る
製
品
の
多
く
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
７
月
下
旬
か
ら

８
月
上
旬
頃
に
暑
さ
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
ピ
ー
ク
と
と
も

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
「
熱
中
症
」
で
す
。

　

「
熱
中
症
」
へ
の
注
意
を
呼
び

か
け
る
た
め
に
、
気
象
庁
と
環
境

省
は
連
携
し
て
「
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
令
和
3
年
度
か
ら
発

表
し
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で

皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
を

発
表
す
る
よ
う
な
日
は
、
気
温
だ

け
で
な
く
、
地
面
の
温
度
も
高
く

な
り
ま
す
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
面
で

は
50
℃
以
上
に
な
る
場
合
も
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
て
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
使
っ
た
散
歩
の
場
合
、
地
面
に

近
い
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響
が
大
き

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

熱
中
症
は
、
気
温
だ
け
で
な
く

湿
度
や
風
速
も
関
係
し
ま
す
。
ま

た
、
屋
外
だ
け
で
な
く
風
通
し
の

悪
い
工
事
現
場
、
体
育
館
、
家
庭

の
浴
室
な
ど
、
汗
の
か
き
や
す
い

環
境
の
影
響
も
大
き
く
、
要
注
意

で
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
暑
さ
を

避
け
、
こ
ま
め
な
水
分
や
塩
分
の

補
給
が
重
要
で
、
室
内
で
は
換
気
、

風
通
し
を
良
く
す
る
ほ
か
、
エ
ア

コ
ン
や
扇
風
機
を
適
切
に
使
用
し

て
涼
し
い
環
境
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
が
必
要
で
す
が
、

マ
ス
ク
も
状
況
に
応
じ
て
着
脱
し
、

熱
中
症
予
防
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
冷
媒
ガ
ス
・
フ
ロ
ン
ガ
ス
・

Ｒ-

12
・
Ｒ-

１
３
４
Ａ
・
Ｒ-

22

等
（
Ｒ
で
始
ま
る
も
の
）・
Ｈ
Ｆ

Ｃ-

１
３
４
ａ
・
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ-

22
・

Ｃ
Ｆ
Ｃ-

12
等

■
処
分
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
製
造
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に

引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

２
．
北
海
道
に
登
録
を
有
す
る
フ

ロ
ン
類
充
填
回
収
業
者
（
※
）
に

依
頼
し
て
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
抜
い
た

後
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
済
み
の
証

明
書
類
を
添
え
て
、
北
空
知
衛
生

セ
ン
タ
ー
に
自
己
搬
入
（
不
燃
ご

み
扱
い
と
な
り
有
料
）
す
る
か
、

北
竜
町
役
場
町
民
生
活
係
（
℡
３

４
・
２
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
北
空
知
管
内
で
は
、
㈲
ト
キ
ワ

電
装
工
業
深
川
（
深
川
市
4
条
17

番
6
号
）
が
登
録
業
者
で
す
。

▲銘板記載例（除湿器）

北竜町の事件・事故の発生状況（６月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
倉庫
荒らし

脱衣場
荒らし

暴行 その他 合計

2022年 ０ ０ ０ ０ １ １

2021年 ０ ０ １ １ ０ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2022年 ２ 2022年 13

2021年 ３ 2021年 54
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　下記の日程でマイナンバーカード関連手続きの窓口を開設しますので、ぜひ、ご利用ください。

必要書類については、手続きにより異なりますので、事前にお電話でお問い合わせください。

※時間外窓口では転入・転居・転出などの住所の異動、印鑑登録、証明発行業務等は行いませんので

ご注意ください。

■マイナンバーカードの時間外窓口開設のお知らせ

【日時】８月２２日（月）～ 午後７時　　　【場所】すこやかセンター住民課窓口

■問い合わせ先：℡３４－２１１１（役場住民課戸籍年金係）

　マイナンバーカードをまだお持ちでない方に、７月下旬から９月上旬にかけて、オンライン申請用

ＱＲコード付きマイナンバーカード交付申請書が順次送付されます。この申請書は、国と地方公共団

体が共同で運営する「地方公共団体情報システム機構」（Ｊ－ＬＩＳ）から送付されます。

　スマートフォン等で申請書のＱＲコードを読み取ることで、簡単に申請ができます（郵送等での申

請も可能です）。最大２万円分のポイントがもらえるマイナポイントの申込にはマイナンバーカードが

必要となりますが、マイナポイントの対象となるマイナンバーカードの申請期限は９月末までですの

で、早めの申請がおすすめです。

　また、北竜町では令和５年３月末までにマイナンバーカードの交付を受けた方に町内で使える５，

０００円分の商品券をお渡ししています。この機会にぜひマイナンバーカードを取得してください！

※令和４年１月１日以降に出生された方や、７５歳以上の方で既に後期高齢者医療広域連合からマイ

ナンバーカード交付申請書が送付されている方等には送付されません。

オンライン申請用ＱＲコード付き
マイナンバーカード交付申請書の送付について

　

詐
欺
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
ら
、

警
察
相
談
専
用
電
話
＃
９
１
１
０

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

電
話
を
か
け
た
地
域
を
管
轄
す

る
警
察
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
る

全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
す
（
24

時
間
受
付
／
通
話
料
有
料
）。

詐
欺
電
話
が
掛
か
っ
て

き
た
ら
　
＃
９
１
１
０

田
草
取
昭
和
生
ま
れ
の
語
り
草
　
　
　  

　
　
山
本
玲
子

カ
ッ
コ
ウ
と
鳴
い
て
ご
苦
労
様
と
聴
く
　
　
　
山
岸
正
俊

何
色
と
身
の
色
問
う
て
白
菖
蒲
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

五
代
目
は
銀
行
マ
ン
や
大
青
田
　
　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

雨
上
が
り
土
用
の
山
は
輝
け
り
　
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

青
田
風
農
夫
の
身
体
癒
す
か
に
　
　
　  

　
　
中
島
雅
子

遠
い
日
の
子
等
と
囲
み
し
ほ
た
る
か
な 

　 

　
宮
脇
美
和
子

友
見
舞
う
ふ
わ
り
横
切
る
黄
の
揚
羽 

　
　 

　
佐
藤
美
智
子
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『子宮頸がん検診』と
HPVワクチンについて

（担当：田中 望美）

【 第２２回 】

　子宮頚がんは年間１万人が発症しており、多くはHPV(ヒトパピローマウイルス)の感染が原

因のがんです。一般的に、「がん」は年齢とともに発症率が高くなる疾患ですが、子宮頸がん

は20歳代半ばから罹患者が増え、30～40歳代が発症のピークという若い世代に多いがん。

　妊娠時に発見されることも多く、若いうちから予防や検診についての知識を持つことが重

要です。今回は北竜町でも助成をしている「予防接種」と「がん検診」についてお話します。

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● 健診結果お返し会

● 認知症物忘れ相談

● 健康相談

 ３日（水）10:00～16:00　すこやかセンター

 ４日（木）10:00～12:00　美葉牛研修センター

 　　　　　13:30～16:00　碧水生きがいセンター

 ８日（月）10:00～12:00　碧水地域支え合いセンター

 29日（月）13:30～14:30　碧水地域支え合いセンター

８月の
保健・介護予防

行事

子宮頸がんの予防のために

１．子宮頚がんワクチンの接種が有効です

　子宮頸がんはワクチンが存在しており、小６～高１女子は定期接種として無料で接種

ができます。一時は積極的な接種勧奨が控えられていましたが、ワクチンの安全性が証

明され、今年の４月より積極的な接種勧奨が再開されました。また定期接種の対象者も

３年間に限り平成９年度生まれの方まで拡大されています。

　当ワクチンは全種類のHPV感染を防ぐわけではないため、ワクチン接種をしても、早

期発見・早期治療のために、子宮がん検診を受けることが大切です。

２．定期的にがん検診を受けましょう

　子宮頸がんはがんになる前の段階で発見・治療ができるため、定期的に検診を受ける

ことで、がんの発症を予防できます。性交渉経験のある女性なら誰でも子宮頸がんにな

る可能性があり、初期の子宮頸がんには自覚症状がほぼありません。２０歳を過ぎたら、

２年に１回の定期検診を習慣化することが重要です。

　子宮頸がんの検査は、細胞変化を調べる「細胞診検査」と、細胞のHPV感染を調べる

「HPV検査」があり、両検査を同時実施することでより高い検診精度が得られます。北

竜町では、どちらの検査も無料（※）で受けられます。詳細は次ページをご覧ください。

※HPV検査は年齢により無料検診の回数が限られます

子宮頸がんは早期発見できれば決して怖い病気ではありません。

特に２０～４０歳代女性の方、北竜町のがん検診をぜひご活用下さい。

　子宮頸がんは、HPVの感染から発症までの間に長い期間を要します。そのため、がん

になる前に発見することが可能で、「予防ができるがん」とも言われています。
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１．受   付   期   間　　令和４年８月１０日（水）から令和４年１０月７日（金）まで（必着）

２．試　　 験 　　日　　令和４年１０月２３日（日）

３．試　 験 　会 　場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　建築技術職　１名

５．採用予定年月日　　令和５年４月１日付採用予定

６．受　 験　 資　 格

　　建築設計・施行について実務経験が２年以上あり、１級建築士または２級建築士の資格を有する、

　　年齢が概ね３５歳以下の者。または２級建築士の受験資格を有する年齢が概ね３０歳以下の者。

　　かつ採用後北竜町へ移住でき、普通自動車免許を有する者。

　　※ただし、日本国籍を有しない者、または地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、

　　　受験できません

７．給　　 与 　　等　

　　北竜町職員給与規定に基づいて支給。前歴加算あり。

　　手当～扶養手当・住居手当･通勤手当･時間外手当・児童手当・特勤手当・寒冷地手当・期末手当・

　　勤勉手当

８．試　 験 　方 　法

　　第１次試験 ： 教養試験、作文試験、適性試験

　　第２次試験 ： 面接試験（第１次試験合格者に対して１１月中旬～下旬実施予定）

９．提　 出 　書 　類

　　・北竜町職員採用資格試験申込書（町ＨＰからダウンロードまたは役場総務課で配付）

　　・履歴書（町ＨＰからダウンロード）

　　・運転免許証の写し

　　　を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

10．提出先／問い合わせ先

　　　〒０７８－２５１２　北海道雨竜郡北竜町字和１１番地１

　　　北竜町役場 総務課庶務係　　℡０１６４－３４－２１１１

※詳細は町ホームページをご覧ください。

令和５年度 北竜町職員採用試験（建築技術職）
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　　　北竜町無火災期間  （令和４年７月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　７３８日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 ２，１３３日間

 令和４年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　　７件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　４件　　妹背牛　２件
　　　　 秩父別　０件　　沼　田　１件

おもちゃ花火は
　ルールを守って
　　楽しく遊びましょう

○花火を安全に楽しく遊ぶために

○火遊びによる火災を防ぐため

　これからの季節は、家族や友達などと花火を楽しむ方も多いと思いますが、花火には火薬が含

まれており、取扱い方法を誤ると火災や火傷などの事故につながる恐れがあります。夏の楽しい

思い出を作るためにも、ルールとマナーを守って安全に遊びましょう。

　子供の火遊びによる火災の原因として、その大半がライターやマッチ、花火によるものです。

子供の火遊びは、大人がいないときや人目に付きにくい場所ですることが多いため、発見が遅れ

たり、初期消火が困難になるなど火災が大きくなることがあります。

《楽しく遊ぶためのルールとマナー》

・ 説明書をよく読み、注意事項を必ず守る。

・ 風の強いときは、花火で遊ばない。

・ 燃えやすいものがなく、広くて安全な場所で遊ぶ。

・ 音の出る花火は、周りの迷惑にならない場所で遊ぶ。

・ 大人といっしょに遊び、夜遅くまで騒がない。

・ 正しい位置に、正しい方法で点火する。

・ 人や家に向けたりしない。

・ 途中で火が消えても、花火の筒の先に顔や手を出さない。

・ 風の向きを考えて、煙が建物などに侵入しないように気を付ける。

・ 水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水につける。

《注意するポイント》

・ 子供だけを残して外出しない。

・ ライターやマッチを子供の手の届く所に置かない。

・ 子供だけで火を取り扱わせない。

・ 火遊びをしているのを見かけたら注意する。
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２８８

北竜町立診療所

休診日のお知らせ

(＠_＠;)なついあつ対策
たい さく

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

涼
し
い
気
候
の
人
は
暑
さ
に
弱
い

人
が
多
い
そ
う
で
す
。
ま
あ
そ
う

で
す
よ
ね
、
体
質
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
慣
れ
も
あ
り
ま
す
も
ん
ね
。

　

僕
は
九
州
生
ま
れ
九
州
育
ち
で

す
。
暑
さ
に
は
強
い
方
か
な
。

　

大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代
、
８

月
下
旬
に
大
会
が
あ
る
た
め
夏
休

み
は
す
べ
て
炎
天
下
で
ラ
グ
ビ
ー

の
猛
練
習
で
し
た
。
現
在
だ
と
非

難
ゴ
ウ
ゴ
ウ
で
す
ね
。
や
は
り
熱

中
症
な
ど
が
問
題
に
な
り
僕
ら
が

卒
業
し
て
数
年
後
に
夏
の
大
会
は

７
月
初
め
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
僕
で
す
が
一
度
だ
け
熱

中
症
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
学
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

実
家
に
帰
省
し
た
時
に
庭
の
草
刈

り
と
水
遣
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

夏
の
暑
い
日
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
用
心
の
た
め
水
遣
り

を
し
な
が
ら
自
分
の
体
に
も
ホ
ー

ス
の
水
を
か
け
た
り
、
水
を
飲
み

な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

突
然
体
が
動
か
な
く
な
り
倒
れ
込

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
力
が
入

ら
ず
、
這
い
な
が
ら
家
の
中
に
逃

げ
込
み
ま
し
た
。
涼
し
い
部
屋
で

体
中
を
ア
イ
ス
ノ
ン
で
覆
い
回
復

す
る
ま
で
に
丸
一
日
動
け
ま
せ
ん

で
し
た
。

今
思
う
と
病
院
受
診
（
救
急
搬
送

レ
ベ
ル
）
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

普
通
の
御
家
庭
な
ら
ビ
ッ
ク
リ
し

て
救
急
車
を
呼
ん
で
い
た
と
思
い

ま
す
。
僕
が
医
療
従
事
者
だ
っ
た

の
で
家
族
は
変
に
安
心
し
て
放
置

し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ら
海
水
浴

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
ん
な
事
っ
て
意
外
に

忘
れ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。（
怒
）

　

熱
中
症
は
前
触
れ
も
な
く
襲
っ

て
き
ま
す
。「
コ
ン
コ
ン
、
わ
た

く
し
熱
中
症
と
申
し
ま
す
。
只
今

よ
り
ご
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
な
ん
て
挨
拶
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

暑
い
時
間
帯
は
屋
外
で
も
室
内

で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

　

水
分
摂
取
は
自
分
が
思
う
以
上

に
摂
取
し
て
く
だ
さ
い
。
汗
を
か

く
と
か
ト
イ
レ
の
回
数
が
云
々
な

ん
て
命
に
比
べ
れ
ば
問
題
外
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
諸
君
、
あ
な
た
方

は
体
感
温
度
や
喉
の
渇
き
に
関
す

る
感
覚
が
だ
い
ぶ
狂
っ
ち
ょ
り
ま

す
。

暑
い
部
屋
で
お
布
団
被
っ
て
寝
て

い
ま
す
。「
暑
く
な
い
で
す
か
？
」

と
尋
ね
る
と
「
暑
く
あ
り
ま
せ
ん
、

窓
を
開
け
て
風
通
し
て
い
ま
す
か

ら
」
と
答
え
ま
す
。
窓
か
ら
は
室

温
よ
り
暑
い
熱
風
が
入
っ
て
き
て

い
ま
す
。
体
表
は
じ
っ
と
り
湿
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
脱
水

症
や
熱
中
症
の
餌
食
で
す
。

　

特
老
は
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
て

か
ら
夏
場
の
体
調
不
良
症
例
が
激

減
し
ま
し
た
。（
有
難
い
事
で
す
。

僕
の
仕
事
軽
減
に
も
な
り
ま
す
）

　

気
候
変
動
で
北
海
道
も
梅
雨
が

来
た
り
本
州
並
み
の
暑
さ
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
で
調
節
で
き
れ
ば
簡
単

な
の
で
す
が
北
海
道
の
エ
ア
コ
ン

普
及
率
は
全
国
が
９
割
近
く
に
対

し
25
％
程
度
で
し
た
。（
た
だ
し

７
年
前
の
デ
ー
タ
な
の
で
も
う
少

し
ア
ッ
プ
し
て
い
る
で
し
ょ
う
）

患
者
さ
ん
に
尋
ね
て
も
ま
だ
設
置

し
て
な
い
世
帯
の
方
が
多
い
で
す
。

　

高
齢
の
方
で
し
か
も
単
身
生
活

者
は
周
り
か
ら
の
注
意
な
ど
が
あ

り
ま
せ
ん
。
御
自
分
で
律
し
な
い

と
い
け
な
い
の
で
す
が
つ
い
つ
い

楽
し
い
畑
仕
事
を
や
り
過
ぎ
た
り

し
ま
す
。
欲
張
っ
ち
ゃ
う
と
突
然

襲
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

　８月１７日(水)は午後１時３０分より浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中は
診察を行っています。
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北竜町教育委員会

※新型コロナウイルスの影響により掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

図書館から新刊のお知らせ
「晩秋行」 … 大沢 在昌

「くるまの娘」 … 宇佐見 りん

「宙ごはん」 … 町田 そのこ

他、多数の新刊が入りました。
くわしくは今月発行の「図書館だより」をご覧ください。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

４日（木）ひまわり大学８月講座
公民館
大ホール

10:00～

５日（金）
子どもと高齢者の
ふれあい事業

公民館
大ホール

13:30～

８日（月）全国巡回ラジオ体操 ひまわりの里 5:30～

17日（水）真竜小学校始業式 真竜小学校

22日（月）北竜中学校２学期始業式 北竜中学校

上旬

水泳教室

Ｂ＆Ｇ海洋
センター

キッズアクア

水中レクリエーション

８月の生涯学習カレンダー

子どもと高齢者のふれあい事業
「フロアカーリング体験会」を開催

　６月１８日に、子どもと高齢者のふれあい事業「フ

ロアカーリング体験会」を改善センター体育館にて

開催しました。

　今回は２３名の児童が参加し、昨年の試合中心の

体験から変更し、フロアカーリングに慣れるための

ミニゲームを中心に行いました。うまく投げられた

時は推進委員さんと一緒に喜ぶ様子が見られ、楽し

い時間を過ごしました。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

8月 1・8・15・22・29日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

６月１９日、ひまわりパークゴルフ場にて教育長杯

パークゴルフ大会を開催しました。当日は白熱の勝負

が繰り広げられ、以下の結果となりました。(敬称略)

教育長杯パークゴルフ大会を実施

男　子 女　子
優勝 佐光 勉 大路 恵津子
準優勝 腰越 誠 川島 富美子
第３位 吉本 一夫 吉本 米子

ひまわり大学６月講座を開催

　６月９日に「ひまわり大学」６月講座を公民館大

ホールにて開催しました。

　今回の講座は、北翔大学スポーツ学部健康福祉学

科教授の小田史郎 氏を講師としてお招きし、「今日

から始められる介護予防！」と題し講演をしていた

だきました。

　講座は、生活習慣や適度な運動の大切さや、高齢

が進んでいる地域では行政だけでなく地域住民が主

体となった介護予防が今後必要となることを学びま

した。
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父　

平
林　

宏
樹　
　

さ
ん

母　
　
　

  

さ
つ
き　

さ
ん

父　

西
田　

一
貴　
　

さ
ん

母　
　
　

  
美
希　
　

さ
ん

平
林 

奏か

な梨 

ち
ゃ
ん

令
和
３
年
６
月
１
日
生
ま
れ

西
田 

み
お 

ち
ゃ
ん

令
和
３
年
６
月
14
日
生
ま
れ

お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

い
つ
も
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
愛
情
を
受
け
て

す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね

■問い合わせ先　：　役場産業課商工ひまわり観光・林務係（℡３４－２１１１）

「北竜町地域振興券」の交付について

① 交 付 対 象 者　:　基準日（令和４年７月１日）に、北竜町住民基本台帳に記載されている町民

② 振 興 券 の 額 面　:　１人１０，０００円（５００円×１０枚つづり×２セット）

③ 利 用 可 能 店 舗　:　町内取扱加盟店で利用可（交付時に利用可能店舗一覧表を添付します）
　　　　　　　　　　　　　※原油価格高騰対策として、今回に限り和給油所でも利用できます。

④ 使 用 期 限　:　交付した日から令和５年１月３１日まで

⑤ 配布時期および方法　:　８月上旬に世帯主宛に郵送

北竜町では新型コロナウイルス感染症の影響により、甚大な打撃を被った地域経済の活性化と

地域住民支援を目的に北竜町地域振興券を交付します。


